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国際病理アカデミー日本支部　会長
九州大学形態機能病理

小田義直

国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）会員の皆様，本
年もどうぞ宜しくお願い申し上げます．ロシアによるウク
ライナへの侵攻が始まってから 1 年近くが経ちますが，ど
のように収束するのか出口が見えない状況で，それに伴う

エネルギー危機や物価上昇など世界情勢は厳しいものがあります．
そのような中で，喜ばしいニュースとしましては昨年のSydney IAP Congress

にて長村先生がGold Medal を受賞されました．今までのIAP Centralでの
様々な活躍が評価され，さらにはPresidentを立派に務められましたことに
対する当然の評価の結果だと思いますが，同じJDIAPの会員として誇らしく
思いました．

また今年からは南口先生，相島先生が新理事に就任されました．両先生方
には今後のJDIAPでの様々な活動でのご活躍を祈念申し上げます．昨年11月
の理事選挙では投票率の低迷がやや気になりますので，次回からは会員の皆
様の積極的な投票を御願いしたいと思いますので，どうぞ宜しくお願い申し
上げます．理事であられた長嶋先生と九嶋先生には今まで様々な局面で
JDIAPの活動を支えていただきましてどうもお疲れ様でしたとともに，大変
有り難うございました．今後も高所大所からご意見を賜りましたら幸いに存
じます．

COVID-19の規制緩和により様々な学会や講習会も対面方式に戻りつつあ
ります．直近の 3 月ニューオリンズでのUSCAPも原則対面形式での開催で
すが，恒例のJapan Nightは執行部で開催の是非を検討いたしましたが今回
までは見送る予定です．マレーシア，ペナンで開催予定のAPIAP Congressも
今回まではオンライン開催の予定となっています．日韓，日台合同カンファ
レンスに関しましては早ければ本年度中に対面での開催を行うべく企画を進
めていく予定です．以前のような対面形式での密接な両国との交流が早く再
開するのを望むばかりです．JDIAP主催の講習会に関しては「ふぁんだめん
たる」は数年来のオンライン方式で開催いたしますが，秋の教育セミナー（午
前中の診断講習会と午後のスライドセミナー）は久留米大学での秋の病理学
会の翌日に福岡市の九州大学医学部の会場で久々の対面方式での開催という
ことで準備を進めています．

2026年Fukuoka Congress への開催へ向けて粛々と準備を進めています．
会期は2026年10月10日から15日までを福岡国際会議場を中心とした施設で
予定していますが，この会期中に日本病理学会秋期学術集会が同じ会場で開
催される予定です．現在Keynote lectureの選者選定を行っているところで，

2023年を迎えて
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今後も着実に要点を押さえながら準備を進めて行
きたいと思います．Fukuoka Congressに関して
も今後とも皆様のご支援をどうぞ宜しくお願い申
し上げます．

本年も皆様にとって良い年でありますよう祈念
申し上げます．

2023年IAP日本支部新理事・役員一覧

理事・役員
会長 小田　義直
 九州大学大学院医学研究院
 形態機能病理学
前会長 吉野　正
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
 病理学
副会長 清川　貴子
 東京慈恵会医科大学病理学講座
次期会長 都築　豊徳
 愛知医科大学医学部病理診断学講座
常任幹事 原田　憲一
 金沢大学医薬保健研究域医学系
 人体病理学
広報担当 久岡　正典
 産業医科大学第 1 病理学
教育担当 羽賀　博典
 京都大学医学部附属病院病理診断科・
 病理部
学術奨励賞担当
 長尾　俊孝
 東京医科大学人体病理学

合同会議担当
 森谷　卓也
 川崎医科大学病理学
理事 原田　憲一 
 近藤　哲夫
 山梨大学医学部人体病理学
 湊　　宏
 石川県立中央病院病理診断科
 柳井　広之
 岡山大学病院病理診断科
 相島　慎一
 佐賀大学医学部病因病態科学講座
 診断病理学
 南口　早智子
 京都大学医学部附属病院病理診断科・
 病理部
会計監事 加藤　良平
 伊藤病院病理診断科

広報委員会
委員長 久岡　正典 
副委員長 森谷　卓也 
委員 近藤　哲夫 
委員 湊　　宏 
委員 柳井　広之 

教育委員会
委員長 羽賀　博典 
副委員長 近藤　哲夫 
委員 久岡　正典 
委員 九嶋　亮治
 滋賀医科大学臨床検査医学講座
委員 相島　慎一 
委員 南口　早智子 
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委員 松原　修
 （兼　ふぁんだめんたる担当）
委員 清川　貴子
 （兼　ふぁんだめんたる担当）

学術奨励賞選考委員会
委員長 長尾　俊孝 
副委員長 相島　慎一 
委員 湊　　宏 
委員 牛久　哲男
 東京大学大学院医学系研究科
 人体病理学・病理診断学分野
委員 山元　英祟
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
 病理学
外部委員 （日本病理学会から 1 名）
外部委員 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会
委員長 松原　修
 平塚共済病院病理診断科
副委員長 長村　義之
 日本鋼管病院病理診断科
委員 岩崎　宏
 福岡大学医学部総合医学研究センター
委員 橋本　洋
 ㈱臨床病態医学研究所

理事指名委員会
委員長 吉野　正 
副委員長 加藤　良平 
委員 松原　修 
委員 長村　義之 
委員 清川　貴子 
委員 都築　豊徳 
委員 原田　憲一 
委員 南口　早智子 

合同会議実行委員会
委員長 森谷　卓也 
副委員長 柳井　広之 
委員 南口　早智子 
委員 山元　英崇 
委員 山口　浩
 埼玉医科大学病院病理診断科
委員 渡辺　みか
 東北公済病院病理診断科
委員 小無田　美菜
 国際医療福祉大学医学部

米国交流委員会
委員長 M. Mino-Kenudson
 Massachusetts General Hospital, 

Boston

委員 木田　正俊
 University of Vermont College of 

Medicine
委員 大島　喜世子
 Johns Hopkins Bayview Medical 

Center
委員 原田　秀子
 The University of Alabama at 

Birmingham

COI委員会
委員長 小田　義直 
委員 清川　貴子 
委員 原田　憲一 
委員 羽賀　博典 

IAP本部
President 長村　義之 
Vice President Asia
 松原　修 
Past President
 牛込　新一郎 

IAP日本支部事務局	 	
JDIAP事務局
 平尾　みゆき
 〒162-0801 東京都新宿区山吹町358- 5
 アカデミーセンター
 TEL：03-6824-9374
 FAX：03-5227-8631
 E-mail：jdiap-post@as.bunken.co.jp
公認会計事務所
 香川　誉夫
 kagawa-cpa@dab.hi-ho.ne.jp
金沢事務局長
 原田　憲一
 kenichih@med.kanazawa-u.ac.jp
担当 玉野　裕子
 kanazawa.office@iapjapan.org
東京事務局長
 松原　修
 matsubara@iapjapan.org
担当 大塚　茉子
 tokyo.office@iapjapn.org
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新理事の抱負
佐賀大学医学部病因病態科学

相島慎一

こ の 度，IAP日 本 支 部
（JDIAP）の理事に就任させ
ていただきました，佐賀大学
医学部病因病態科学の相島慎
一でございます．JDIAPには，

病理学を学び始めた大学院生のころから，たいへ
んお世話になってきました．時代にマッチした教
育シンポジウムとセミナーの内容のほとんどが，
現在の日常病理診断の礎になっています．またア
ジア太平洋IAP（インドネシア）では，講演させ
ていただき，私のかけがえのない思い出になって
います．今後は，若い会員を積極的に増やし，海
外での発表や，日韓・日台スライドカンファレン
スなど，有意義な経験ができる機会を作りたいと
思 い ま す．2026年 に 福 岡 で 開 催 予 定 のIAP 
congressが間近に迫ってきました．小田理事長
の元，IAP congressが成功するように誠心誠意努
力して参ります．理事の先輩方とともに，会員の
皆様が満足していただけるよう尽力していきます
ので，どうぞよろしくお願い申し上げます．

京都大学医学部附属病院病理診断科
南口早智子

この度IAP日本支部理事に
就任致しました．信任して頂
き，このような機会を与えて
頂きました皆様に御礼申し上
げます．初めて英語でポス

ター発表を行ったのはNiceで開催された1998年
のIAPでした．スライドセミナーや湘南国際村で
10年間行われたSurgical Pathology Updateで学
び，最近ではスライドセミナーでの講演，当方の
若手病理医と共に日韓台IAPに参加して国際交流
の機会を頂きました．私自身が病理医として日々
成長するターニングポイントや顕微鏡の外を知る
機会を何度も与えて頂き，今の自分があると思い
ます．留学の機会もIAPの活動に参加していなけ
れば，なかったかもしれません．自分自身が成長
の過程にありますが，今後も病理医として楽しく
学べ，国内外の病理医仲間と交流し，お互いに成
長できる機会を作ることができるよう尽力したい
と考えております．それが自分に出来る一番の恩
返しだと思っております．どうぞよろしくお願い
申し上げます．

IAPギリシャ支部主催の
教育コースに参加して

東京医科大学人体病理学分野　長尾俊孝

昨年の 9 月18～20日にIAPギリシャ支部が主催
する「Intensive Course in Head and Neck Pathology」
と題する教育コースにて招待講演を行う機会を頂
きました（写真 1 ）．主催者は，2016～2018年に
IAP本部の会長も務められたDr. George Kontogeorgos
で（写真 2 ），先生はもとより同支部の心のこもっ
た手厚いおもてなしに感銘を受けました．私自身
は，2008年にアテネで開催されたIAP International 
Congressのスライドセミナーでの発表以来14年
ぶりのギリシャ渡航となりました．会場のValis 
Hotelは，アテネから約330 km北に位置するアグ
リアというリゾート地にあり，そこまではアテネ
国際空港から他の講師と共にシャトルバスに揺れ
ること 4 時間強!というハードな道程でしたが，

写真 1 ：IAPギリシャ支部主催教育コースの案内

写真 2 ：Dr. George Kontogeorgos（主催者）と筆者
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美しく穏やかなエーゲ海のパガシティコス湾に面
し，ギリシャ神話の医神にまつわるケンタウロス
の故郷として名高いピリオ山に抱かれた，風光明
媚な場所で心が躍りました．
「Intensive Course」自体は，近年では毎年恒

例の行事で，前々回（2018年）が「Urogenital and 
Breast Pathology」，前回（2019年）が「Digestive 
Pathology」でした．今回は新型コロナの影響で，
1 年ごと 2 度の延期を経てやっと対面での開催
が叶いました．図らずも同年 3 月に頭頸部腫瘍
WHO Blue Book第 5 版のOnline版が発刊された
ということもあり，時宜を得たものとなりました．
本コースは，その名のとおり非常に内容の濃いも
ので，私を含めて 9 名の講師（Drs. Philippe Vielh 

［フランス］ ,  Elisabeth Bloemena ［オランダ］ ,  
Justin Bishop ［米国］ , Ilmo Leivo ［フィンランド］ ,  
Margaret Brandwein-Weber ［ 米 国 ］ ,  Roderick 
Simpson ［カナダ］ ,  Michelle Williams ［米国］ ,  
and Ann Sandison ［英国］）によって， 3 日間朝
から晩まで18時間に及ぶ頭頸部病理全領域に
どっぷり浸かれる講演（全36レクチャー）が行
われました（写真 3 ）．講師は全員，頭頸部腫瘍
WHO Blue Bookの編集に携わった経験を有して
いることから，IAPの理念に則った教育的ながら
新知見を交えたハイレベルなものばかりで，大変
勉強になりました．私は，唾液腺腫瘍病理に関す
る 4 つのトピック（遺伝子解析・免疫染色など
の補助診断検査，類基底細胞腫瘍，明細胞・オン
コサイトからなる腫瘍の鑑別診断，および唾液腺
導管癌の臨床病理学的・治療側面）について，各
30分，合計120分のレクチャーを行いました．参
加者は約75名と会自体は小規模でしたが，多国
籍でギリシャを含めたバルカン半島諸国を中心
に，他の欧州や米国からも少数ながら来られてお
り，全員熱心に聞き入っている姿が印象的でした．
また，講師陣は互いに旧知の間柄ということもあ
り，講演以外の時間には，皆で深夜まで親睦を深
め合いました．私はとくにDr. Bishop（AFIP fascicle
の筆頭著者）と今後の共同研究に繋がる多岐にわ
たる深いディスカッションが出来き，大変有意義
でした．さらには，地元の考古学博物館見学やピ

アノ演奏会などのエクスカーションもあり，楽し
い時間を過ごしました．次回は，今年の 5 月に
内分泌病理をテーマとしての開催が予定されてお
り，本邦からは講師として長村義之先生と笹野公
伸先生のお二人の大家が招待されています．

Pathology	WEB	Walkers
（part	Ⅱ）

広報委員会

昨年 2 号に掲載した企画の続編です．今回は
国際的にも名の知れた病理学関係団体のサイト

（ホームページ）の紹介となります．すでにご存
知の方も少なくないでしょうが，もしまだアクセ
スされたことがない様でしたら，時間のある時に
でも一度覗いてみてはいかがでしょうか．各サイ
トにはそれぞれアトラクティブな工夫が施されて
おり，新たな情報の発見につながるかも知れませ
ん．

1 ．The	Royal	College	of	Pathologists	
　　 （https://www.rcpath.org）

イギリスのロンドンに事務局をおき，英国を中
心に国内外約11,000人の会員を擁する病理学者
の職能団体のサイトである．なお，我が国で言う
ところの一般社団法人日本病理学会に相当する機
構はthe Pathological Society of Great Britain and 
Ireland（the Journal of Pathologyを機関誌とす
る）であり，これとは別の組織体である．1962
年に設立され，今年60周年を迎えている．この
機構が認定する専門病理医にはThe Fellowship 
of the Royal College of Pathologists （FRCPath）
のタイトルが付与されている．学生や病理関係者
向けへ専門的情報に加え，ニュースやブログ，ポッ
ドキャストなどで一般市民向けの広報にも力を入
れている．毎年10月の第 2 週水曜日をInternational 
Pathology Dayと名付け，世界の健康問題に取り
組むべく病理学及び検査医学サービス向上を目指
したプラットフォームを提供している．

写真 3 ：主催者と講師陣
The Royal College of Pathologists：昨年の
International Pathology Dayのロゴマーク
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2 ．The	College	of	American	Pathologist	
 （https://www.cap.org）
ご存知の様に米国専門病理医約18,000名の構

成員からなる病理関係では最大規模の団体が運営
するサイトであり，1946年の設立で事務局はイ
リノイ州ノースフィールドに置かれている．病理
学や臨床検査の実務や教育に関連した様々な情報
を提供している他，検査室の品質保証についての
審査と認定を行う機関としても有名である．機関
誌 と し てArchives of Pathology & Laboratory 
Medicineがあり，他にも様々ながんに関する病
理報告様式や取り扱い上の指針，月刊新聞なども
発行している．

3 ．The	Pathologist	
 （https://thepathologist.com）
大手科学関係出版社のTexere Publishingが運

営する病理医・病理学者に関する総合サイト．診
断から関連専用機器，求人に至るまでの幅広いコ
ンテンツを取り扱い，専門家はもとより一般市民
にもわかりやすいトーンとなるように構成されて
いる．個人アカウントを取得（無料）することで
新着記事の案内がメール配信され，興味のある掲
載記事を大衆向け雑誌の感覚で閲覧することがで
きる．なお，個人的な感想ではあるが，戦時下で
のウクライナの病理現場を取材した記事（by 
Ivan Damjanov，2022年 3 月21日付）がとても
興味深く感じられた．

第 62 回 総 会
IAP日本支部ホームページにて議決権行使また

は委任状登録をしていただいた．
会期：2022年12月12日（月）正午～
　　　　　　　　 19日（月）17時
議決権行使者：79名，委任状登録者：97名

第 1 号議案　 会員関係・学会報告および委員会
報告

　　　　　　　…承認された．
第 2 号議案　 会則の改正（案）承認の件
　　　　　　　…承認された．
第 3 号議案　 2021年決算書および会計監査
　　　　　　　…承認された．
第 4 号議案　2023年予算（案）承認
　　　　　　　…承認された．
第 5 号議案　2023年理事役員改選
　　　　　　　…承認された．
第 6 号議案　 2023年事業計画（案）承認
　　　　　　　…承認された．

CAP発行の月刊ニュース「CAP TODAY」

The Pathologistで隔月発行されている機関紙
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事務局よりお知らせ
・ 2023年（令和 5 年）の会費請求書を昨年末に

お送りしています．まだ，お支払いがお済でな
い会員は手続きをお願いします．

　－ 名誉会員・シニア会員の方は会費免除のため
請求はありません．

　－ 専門医資格を取得されたジュニア会員は，
2023年より一般会員へ移行していただきま
す．お手元に届く会費請求書をお確かめのう
えご納入ください．

・ 会員情報に変更のある方は，マイページにて変
更手続きをお願いします．

　 マイページのID・PWがご不明な方，メールア
ドレスを未登録の方は，IAP日本支部学会事務
局までご連絡ください．

・ 2023年よりUSCAP雑誌（Mod Pathol, Lab Invest）
の出版社がElsevierへと交代したことに伴い，
冊子体の送付が廃止されてオンラインでの閲
覧・ダウンロードのみが可能となりました．マ
イページで購読の手続きをされた会員の皆様
は，USCAPのサイト（https://uscap.org）から

　「 Membership/ Journals /Publisher 
Transition Information」⇒

　「Journal Information」⇒
　 「Subscriber Access」へとお進みいただき，

メンバーアカウント入力ページ（https://www.
myuscap.org）でログイン情報（メールアドレ
ス，PW）を入力して各雑誌（Member journal）
を閲覧してください．なお，初めて利用される
方はメンバーアカウント入力ベージでユーザー
アカウントの作成・登録が必要となります．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358- 5  
　　　アカデミーセンター
TEL：03－6824－9374／ FAX：03－5227－8631
Email：jdiap-post@as.bunken.co.jp

IAP日本支部入会のご案内
当支部では新会員を随時募集しています．
会員のメリットとして，

1 ）病理診断講習会受講料の割引
　　（会員¥5,000，非会員¥8,000）
2 ）スライドセミナー受講料の割引
　　（ 1 コースあたり
　　　会員¥10,000，非会員¥15,000）
3 ） USCAP関係誌（Mod Pathol，Lab Invest）の

年間講読料ディスカウント
4 ）NEWSLETTER等での情報提供

などがあります．
なお，入会金や年会費等は以下のとおりです．

目下未会員の方にはこの機会にご入会いただき
ますようお願い申し上げます．

また，会員の皆様には近くにおられる非会員に
是非入会をお勧めください．

申し込み方法は支部HP（https://www.iapjapan.
org）にアクセスの上，「Membership」での入会
申し込みページをご覧ください．

参考：2023年 1 月現在の会員数
　　　　　　 　1,010名（賛助会員を除く）
　　　うち一般会員　 887名 　　　　　　　　
　　　ジュニア会員　  73名 　　　　　　　　
　　　シニア会員　　  36名 　　　　　　　　
　　　名誉会員　　　  14名 　　　　　　　　

一般会員 シニア
会員

ジュニア
会員 非会員

入会金 1,000円 － 1,000円 -

年会費 6,000円 50,000円
（終身会費） 4,000円 -

病理診断
講習会
受講料

5,000円 無料 3,000円 8,000円

スライド
セミナー
受講料

10,000円 10,000円 5,000円 15,000円

＊シニア（終身）会員：
　　65歳以上で会員歴20年以上の現会員
　ジュニア（若手）会員：
　　病理専門医資格の未保持者
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Upcoming	Meetings
第112回USCAP	Annual	Meeting
日時：2023年 3 月11日（土）～16日（木）
場所： New Orleans Ernest N. Morial Convention 

Center （MCCNO）
　　　New Orleans, Louisiana
URL：https://2023am.uscap.org/

第112回病理学会総会コンパニオンミーティ
ング
日時：2023年 4 月14日（金）19：30～21：00
会場：第 2 会場
　　　（下関生涯学習プラザ  2 階 宙のホール）
テーマ： 骨軟部腫瘍、肝病理の最近のトピックス

とIAPの将来（仮題）

第13回Asia	Pacific	IAP	Congress	（APIAP）
日時：2023年 6 月16日（金）～18日（日）

（オンデマンドビデオ：
 6 月 6 日（火）～ 6 月16日（日））
場所：Penang, Malaysia
URL：https://www.apiap2023.com/

第 7回ふぁんだめんたる病理診断講習会
申込期間：2023年 5 月22日（月）10：00～
　　　　　　　　 6 月14日（水）18：00

［外科病理診断講習会の部］
Web視聴期間：2022年 6 月 1 日（木）10：00～
　　　　　　　　　　 6 月14日（水）23：59

［解剖病理診断講習会］
バーチャルスライド，資料は受講者が指定サイト
からdownloadする．

第63回病理学教育セミナー
日時：2023年11月11日（土）
場所：九州大学医学部百年講堂

第35回IAP	Congress
日時：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico
URL：https://iap2024.com/

第36回IAP	Congress
日時：2026年10月10日（土）～15日（木）
場所：福岡国際会議場

大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）
URL： https://www.iapjapan.org/meetings/pdf/

poster_2026congress.jpg
Youtube： https://www.youtube.com/watch?v= 

CLxntu0QIFA

日韓合同スライドカンファレンス，日台合同ス
ライドカンファレンスの再開は未定です．

J D I A P 賛助会員
賛助会員としてご支援いただいている下記の企

業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

編　集　後　記
2023年第 1 号のNews Bulletinの発行となりま

したが，皆様いかがお過ごしでしょうか．本年は
癸卯（みずのと・う）の年であり，「癸」は次の
生命を育む準備が完了した状態，「卯」は飛躍や
向上を意味するようです．IAP日本支部も，新理
事の先生方を迎え，さらに飛躍の年とすべく小田
会長率いる執行部の下で新たな活動を行っていき
ます．教育活動としては，本年も，「ふぁんだめ
んたる」や講師・分野を変えての「教育セミナー」
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等が開催される予定です．国際交流事業としては，
日韓・日台スライドカンファレンスに関してはま
だ具体的事項は決まっていませんが，USCAP等
の例年の学会に加え，APIAPが 6 月に開催される
予定です．

3 年前からの新型コロナ感染症， 1 年前から
のロシアによるウクライナへの侵攻と，それらに
よる経済への影響など，引き続き世情不安が続き
ますが，近隣諸国を含めた世界とのつながりをさ
らに強固にしていくことが必要です．ロシア・ウ
クライナ戦争に関しては，世界に侵攻したもの勝
ちという印象を絶対に与えてはいけないと思いま
すが，武力による戦いに終わりが見えないのが何
ともつらい状況です．新型コロナ感染症に関して
は少しずつ制限が解かれるようになってきてお
り，海外との対面での交流も今後活発になって行
くものと思われます．昨年はサッカーワールド
カップに湧きましたが，今年はワールド・ベース
ボール・クラシックが 3 月に，ラグビーワール
ドカップが 9 月に開催され，個人的にはそちら
の方も楽しみにしております．JDIAPも2026年の
福岡でのIAP congress開催にむけて小田先生を
中心に引き続き準備を行っていきます．これも
オールジャパンとして盛会とすべく会員の先生方
のご協力をぜひお願い申し上げます．

 （湊　宏）

 広報委員会　委員長　久岡正典
 　　　　　副委員長　森谷卓也
 　　　　　　　委員　近藤哲夫
 　　　　　　　委員　湊　宏　
 　　　　　　　委員　柳井広之
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